
令和５年度を迎えて 

                                     校長 金井  誠  

４月１日付で市内緑中学校から南中学校に着任いたしました。南中学校は校長としては３校目、通算12

番目の勤務地です。生徒の純粋さやはきはきとした挨拶に既に癒され、元気をもらっています。市内での異

動とは言え、まだまだ分からないことばかりです。少しずつ学校（生徒）のこと、地域のことを学んでいきたい

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 
１年生の皆さん、入学おめでとうございます。２、３年生の皆さん、進級おめでとうございます。令和５年度

は、１年生・５学級１５６名、２年生・４学級１４５名、３年生・４学級１４８名、合計１３学級・４４９名でスタートし

ました。 
 

 ４月７日の入学式で、私は１年生の皆さんに「日本の四季を大切にしてほしい。そして、もう一つの『しき

（四気＝やる気、根気、本気、元気）』も大切にしてほしい。」と話しました。やる気をもって意欲的に取り組み

ましょう、根気よくやり遂げようとする強い気持ちをもちましょう、何事にも全力で真剣に本気で取り組みまし

ょう、そして、常に元気でいられるようにしましょう、このような内容でした。１年生だけでなく、２、３年生の皆さ

んも、ぜひ、この四つの気、「四気」を大切にしてほしいと思います。 

 実は、この話には続きがあります。やる気、根気、本気、元気の「四気」に加えて、もう一つ、「勇気」も大切に

してほしいのです。やる気を出すにも、根気よく本気で取り組むにも、何事にも勇気をもってぶつかっていくこ

とが必要です。そして、入学式で話したことですが、「元気でいられないような状況になったときは、助けを求

めること。」…もしかしたら、これが一番勇気のいることなのかもしれません。命を削ってまで助けを求めず我

慢することは、私は正しいことではないと思っています。生徒の皆さんも、保護者の皆様も、元気でいられな

いような状況になったときは、勇気を振り絞って、助けを求めてください。学校は、内容によっては何もできな

いかもしれません。しかし、助けてくれる人や場所を探したり、一緒に方策を考えたり、寄り添ったりすることは

できます。このことは、ぜひ覚えておいてください。 

 ところで、冒頭にも記しましたが、南中の生徒の皆さんは、本当によく挨拶をしてくれます。挨拶は、人と人

が接する際の礼儀作法における基本中の基本で、その大切さはきっと誰もが認めるところと思います。挨拶

をするときにぜひ実践してほしいのは、「あかるく」、「いつでも」、「（相手より）さきに」、「（心を）つたえる」

ということです。（（ ）を除いた最初の文字を並べてみてください。「あ・い・さ・つ」となります。）先日、挨拶に

関する名言をインターネットで調べてみましたら、「勉強もスポーツも大事だが、何より大事なのは挨拶。挨

拶さえしていれば何とかなる。」という言葉に出会いました。「挨拶さえしていれば何とかなる」なんて、かなり

乱暴な言い方にも聞こえますが、実際挨拶をしていると、相手の気持ちが軽やかになったり、自分自身も明

るい気持ちになれたりすることがあります。「心の扉」を開くことができるのかもしれません。そんな不思議な

力が挨拶にはあるのかもしれません。 

とはいえ、挨拶のタイミングを計り損ねたり、どうしても気恥ずかしくて声を出せなかったりする人もいるで

しょう。そんなときは、ちょっと勇気を出して、会釈だけしてみるのもいいかもしれません。「挨拶をする気持ち

はあります。でも今は声が出ません。（出せません。）」という思いを伝えることができると思うからです。大切

なのは心を伝えることです。前述の「四気」や勇気を、少しずつでも自分の意思で示していくことが、挨拶に

限らず、心を伝え、通わせていくことにつながっていくのだと思います。そこで提案です。新年度、ちょっと勇気

を出せば、手を伸ばせばできそうなことから、何か始めてみませんか。それがやる気を生み、根気につなが

り、本気を出せるようになり、元気も得られる、…着任して一週間、そんなことをつらつらと考えていました。 
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教室の紹介  

小金井市立の中学校の「特別支援教室  ｃｏｓｍｏｓ教室」の巡回指導が始まり
ます。  
ｃｏｓｍｏｓ教室の名前の由来は、生徒一人一人の無限の可能性に宇宙という

意味を重ね、小金井市立南中学校  前校長の塩原真一先生が命名してくださいま

した。  
指導内容は、生徒一人一人の実態に合わせた「自立活動」になります。生徒が、

在籍学級で自信をもって生活できるようにすることが目的となります。この目標
に向かって指導計画の作成や指導の改善を保護者や学級担任及び教科担当等の先
生方と協力しながら支援をしていきます。よろしくお願いいたします。  

誓いのことば 

 

春の暖かな風に包まれながら、私たちは南中学校に入学しました。

本日は、このような立派な入学式を開いていただきありがとうござい

ます。 

 今、私たちは、新しい制服に身を包み、期待と不安でいっぱいで

す。 

その中で大事にしたい言葉があります。それは、「失敗を恐れずに

チャレンジしよう。」という言葉です。これは、小学校時代のサッカ

ーのコーチにかけてもらった言葉です。これから始まる中学校生活

は、この言葉を忘れずに過ごしていきたいと思います。  

 中学校では、勉強の内容が難しくなります。わからないことはその

ままにせず、積極的に取り組んでしっかりと理解していきたいです。  

 また、部活動も本格的に始まります。私は、サッカー部に入部し

て、一日も早く、みんなとボールをけることを楽しみにしています。

そして、一緒に入部したみんなを引っ張っていけるような存在になり

たいです。 

 新しい友達と出会えることも、とても楽しみです。この仲間と、た

くさんの思い出をつくっていきたいと思います。  

 しかし、私たち新入生は、南中学校についてわからないことがたく

さんあります。一日も早くしっかりとした南中学校の生徒になれるよ

う頑張っていきますので、先生方、先輩方、時に厳しく、時に優しく

私たちを導いてください。よろしくお願いします。  

 これから始まる中学校生活、私たち１５６名は、友だちと支えあ

い、協力しながら、勉強に部活動、色々なことにチャレンジしていく

ことを誓います。 

                    令和５年４月７日 

新入生代表 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
小金井市立南中学校配布文書のペーパーレス化について 

小金井市教育委員会では、小金井市気候非常事態宣言を受けて、環境教育を含め

た『社会の問題を「自分事化」する教育活動』の充実を図っています。その一環と

して、ハチドリプロジェクトを進めています。南中学校では生徒会を中心に様々な

取組をしていますが、学校全体としては、保護者の皆様に配布している学校だより

や学年だより等の文書の紙をできる限り減らしていきます。配布は、スクールメー

ルや Google classroom を活用していく予定です。詳しくは、保護者会でお伝えし

ます。よろしくお願いいたします。 
 

日  曜      行      事  日  曜       行    事  

１  月  ⑥カット  １７  水   

２  火  PTA総会  １８  木  ⑥カット  体育大会係会  

３  水  憲法記念日  １９  金   

４  木  みどりの日  ２０  土   

５  金  こどもの日  ２１  日   

６  土   ２２  月   

７  日   ２３  火  ⑥カット  体育大会係会  

８  月   ２４  水  
⑥カット  体育大会予行  
職員会議  

９  火  
避難訓練  
安全指導  

２５  木  体育大会予備日  

１０  水  体育大会練習始  職員会議  ２６  金  ⑥カット  体育大会準備  

１１  木  内科検診  全国学力調査➁  ２７  土  体育大会  

１２  金  ２年合唱鑑賞教室  ２８  日   

１３  土   ２９  月  体育大会振替休業日  

１４  日   ３０  火  体育大会予備日  

１５  月  朝礼  教育実習始  ３１  水   

１６  火      

５月の主な予定  

【お知らせ】  

 「令和５年度就学支援制度のお知らせ」を配布しました。希望の方は、内容・注

意事項等をお読みいただき、申請書を直接教育委員会までご提出ください。  

提出先：小金井市教育委員会学務課窓口（市役所第二庁舎７階  前原町3-41-15）  

提出期限：令和５年４月２４日（月）午後５時必着  


